
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 18 日（木）1・2・3 年生 音楽発表会 

11 月 19 日（金）4・5・6 年生 音楽発表会 

 

 毎年秋に行われていた学習発表会は、「音楽・学芸発表」の学年と「作品発表」の学年に

分かれて実施していましたが、取り組むことを分けるのではなく、全学年全クラスで「音

楽発表」に取り組むこととし、昨年度、初めて「音楽会」として行うはずでした。しかし、

コロナ禍ということで残念ながら実施を見送りました。 

今年度は、コロナ禍が続く中、どのようにすれば「音楽会」の実施に向けて取り組んで

いけるのか、1学期から模索してきました。そして、合唱は行わず、合奏のみとし、マスク

を外して演奏する楽器は使わない、会場の人数・換気・距離を心がけ、学級ごとの授業参

観型の「音楽発表会」として計画・準備をすることで、待ちに待った開催となりました。 

 

今日を迎えるまで、練習の様子が校長室に毎日よく聞こえてきました。はじめはなかな

か揃わなかった音やリズムが日を追うごとに合うようになっていきました。楽器を使うこ

とができない時間には、打楽器担当のこどもたちは、打楽器に見立てたもので練習したり、

教室の中でパートごとにリズム練習をしたりと完成するまでの過程、北丘っ子たちは練習

する機会を工夫して生み出していきました。 

 

そして、本番の今日、北丘っ子はみごとに練習の成果を披露してくれました。演奏と同

じくらいすばらしくて驚いたのは、いろんな制限の中、合奏を軸に「できる工夫」をして

いたことでした。入場・退場のときの工夫、曲の紹介の仕方、楽器紹介の工夫、手話、学

級での目標の紹介、練習中の物語、ハンドクラップ、体の動き・・・・などなど、様々な工

夫に心を動かされました。アイデア豊かな北丘っ子とそれを引き出した先生がたに大きな

拍手を送ります。練習を重ねる姿、発表する姿、こどもたちが輝いた時間でした。 

 

保護者の皆様、最後の一人が退場するまでの拍手をありがとうございました。 

お忙しい中、ご鑑賞いただきましてありがとうございました。 

 

                               校長 



 

学年  組 曲目 

1 年生 おもちゃのチャチャチャ 

2年生 小さな世界・世界中の子どもたちが 

3年 1組 聖者の行進 

3 年 2組 ドレミの歌 

4年生 アンダー・ザ・シー 

5年 1組 エル・クンバンチェロ 

5年 2組 ルパン三世のテーマ 

5年 3組 風になりたい 

6 年 1組 世界はあなたに笑いかけている 

6年 2組 キセキ 

 

 


